
個人トータル表

女　子 平成28年7月31日 12:50 開始

１回戦

15 19
42 8 12 71

12 22
7 18

番号 氏　　名 得点 3P 2P FT 反則 番号 氏　　名 得点 3P 2P FT 反則

* 4 小関　梨帆 6 0 3 0 0 4 片野　星 0 0 0 0 0

* 5 小西　一花 15 3 3 0 0 5 大塩　菜々子 13 1 5 0 0 CTO ＯＴ１ ＯＴ２ ＯＴ３ ＯＴ４

* 6 米長　礼奈 0 0 0 0 0 * 6 佐古　愛 5 1 1 0 2 TeamA : : 32:01 36:18 38:28 : : : :

* 7 木村　美月 10 1 3 1 0 * 7 宗形　真李 4 0 2 0 3 TeamB 16:44 : : : : : : : :

* 8 相葉　亜沙美 0 0 0 0 3 * 8 赤穂　ひまわり　 25 1 10 2 3

9 竹内　彩寧 0 0 0 0 0 9 山本　美空 10 2 2 0 0

10 土居　司苑 - - - - - 10 齋藤　絢 0 0 0 0 1

11 南部　多咲 2 0 0 2 3 * 11 星　杏璃 7 0 3 1 1

12 室井　愛生 3 0 1 1 0 * 12 山下　詩織 4 0 2 0 1

13 山本　静香 2 0 1 0 1 13 平野　尚 3 1 0 0 0

14 渡邉　夕凪 4 0 2 0 0 14 大竹　優香子 0 0 0 0 0

15 竜崎　まなつ 0 0 0 0 0 15 関　千尋 0 0 0 0 0

ｺｰﾁ 山本　綱義 0 ｺｰﾁ 鈴木　親光 0

Aｺｰﾁ 土本　光宏 Aｺｰﾁ 日下部　知恵

合　　　計 42 4 13 4 7 合　　　計 71 6 25 3 11

　　主審： 松岡隆博

　　副審： 大下　美春

戦評： 記録： 広島女学院高校西尾　友貴

１・２Ｐ

（千葉県）

京都精華学園

（京都府）

3rd
4th

３・４Ｐ

昭和学院

平成28年度全国高等学校総合体育大会バスケットボール競技大会
第69回全国高等学校バスケットボール選手権大会

Ｊ

2nd

マエダハウジング東区スポーツセンター

1st ◎
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京都精華学園 昭和学院

〔 戦 評 〕
スタートは、京都精華学園＃４、５、６、７、８、昭和学院＃６、７、８、11、12。

第１P、両チームともにハーフコートマンツーマンでゲーム開始。立ち上がりは激しい１対１の攻防により、

両チームとも一歩も譲らない展開。京都精華＃５、＃７が立て続けに３Pを決めるも、昭和学院＃12のインサ

イドプレイや＃８の３Pで決め返し、一進一退の攻防が続く。昭和学院がインサイド陣を起点にオフェンスを

組み立て、安定して得点を重ね、15－19で第１P終了。

第２P、高さで勝る昭和学院に対して、京都精華はチームディフェンスで対抗する。激しいディフェンスの

プレッシャーに昭和学院のオフェンスがうまく機能しない。中盤、京都精華はメンバーを全員交代させ、さら

にプレッシャーをかける。昭和学院は、パスワークでリズムを作り、アウトサイドシュートも絡めたオフェン

スを展開するようになる。その後、＃６の３Pがタイミング良く決まり、若干のリードを保つ。23－31で前半

終了。

第３P、勝負を分けたのは、オフェンスリバウンドだった。京都精華は激しいディフェンスで奮闘するも、

昭和学院＃８、＃12がリバウンドを制しセカンドチャンスを確実に得点し、徐々に差を広げ始める。京都精華

は、＃５の思い切りの良い速攻が決まり、勢いに乗りかけるが残り時間少なく、35－53で第３P終了。

第４P、京都精華はオフェンスのテンポを上げ、反撃を仕掛ける。＃５の連続得点や＃７の巧みな１対１で

得点を重ねていく。しかし、急ぐあまり徐々にターンオーバーが増え、昭和学院にオフェンスの機会を多く与

えてしまうことになる。昭和学院は、内外のバランスが取れたオフェンスで確実に加点し、点差をさらに広げ

ていく。終盤、京都精華はオールコートマンツーマンプレスにより主導権を握るも、点差は縮まらず42－71で

試合終了。昭和学院が第２回戦に駒を進めた。
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